
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで皆さんに、「男女共同参画」って実はとても身近で、誰もが関係のある事だということを実感していただく

ために、このメルマガを通して色々なテーマでご紹介してきました。 

「男女共同参画」というと、「女性の社会進出のためのもの」とか「男性や独身者である自分には関係ない」と考え

る人も少なくありません。でも、これまでのメルマガを読んで頂いた皆さんには「男女共同参画」は決して女性の社会

進出のためだけのものではなく、男性にも独身者にも、高齢者にもこどもにも、つまり老若男女を問わず「誰にでも」

毎日の生活で身近にかかわる事だとお分かりいただけたのではないでしょうか。例えば、私たちが知らず知らずのう

ちに身につけた「ジェンダー意識（性役割分担意識）」。私たちは無意識に「男性は強くなくては」とか「女性は優しい

のが一番」といった考えに自分自身も、家族も縛ってしまっています。特に深く考えずに男の子には青い服を着せ、ボ

ールや車のおもちゃを与えて、女の子にはピンクの服を着せ、お人形やおままごとセットを与えたりする事もジェン

ダー意識によるものです。 

このようにお伝えすると「男と女には実際に違いがあるのにそれを否定するなんておかしい」「男が男らしい、女が

女らしいのは良い事じゃないのか？」と感じる人も少なくありません。これも、これまでのメルマガを読んで頂いた皆

さんには、男女共同参画社会が目指しているのは「男らしさ・女らしさ」や「男女の違い」を否定するものではないと

お分かり頂けたと思います。もしあなたが男性だとして、自分が望んで、いわゆる「男らしい」態度を取ったり、「仕

事中心の生活を送る」「大黒柱として家族を養う」生活を送る事を選択していて、家族や周囲の人もあなたのそのよう

な態度や生活に納得しているのなら、それは素晴らしい事です。女性が出産を機に仕事を退職して、家事や育児を中心

にすることを自分の考えで選択して、それに自分も周囲も納得しているのであれば、それは何も問題ではありません。

でも、例えば自分が「男だから」という理由だけで、本当は家族と過ごす時間をもっと持ちたいのに仕事中心の生活を

送ることや、「女性だから」という理由だけで、本当はずっと続けたかった仕事があるのに仕事を辞めて家庭中心の生

活を送ることは、それはジェンダーによって縛られていると考えられます。「男だからこうあるべき」「女だからこうで

なくてはならない」というように性別だけに基づいてその人の趣味や嗜好、進路や職業、そして生き方を「こうあるべ

き」と縛ってしまうのではなく、「自分はこうありたい」「こう生きたい」というように、個人個人の適性や能力、希望

によって生き方を選択できる社会にしましょう、というのが男女共同参画の考え方です。 
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そのような生活を可能にするために政府が打ち出したのが、前回ご紹介した「仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）憲章」と「行動指針」です（図１）。ここでは、誰もがそれぞれのライフステージに合った、自分の

理想の仕事と生活のバランスで生活できる社会を目指すことが明記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを見ると、「確かにそうだったら良いけれど、でもこんなの無理だよね」と思われるかもしれません。でも、

これまで何度かご紹介した通り、世界的にみればここで挙げたような事を実現している国も数多くあるのです。 

 

 

どうやってそのような社会を実現すれば良いのでしょうか。もちろん、すぐに変わる訳ではありません。でも、すぐ

にできる事が一つあります。それは私たちひとりひとりが「意識」をすることです。例えば、今でも多くの女性が結婚

や出産を機に仕事を辞めてしまいますが、それは本当に自分たちが望んだ生き方なのでしょうか、それともジェンダ

ーによって縛られているのでしょうか。男性の場合は「仕事か家庭か」の選択肢すらなく、ほとんど無条件に「仕事」

を選んで働いていますが、それは「男だから仕方がない」ことなのでしょうか。お子さんがいる人は、つい「女の子だ

からお料理手伝いなさい」とか「男の子なのに頼りない」などと言ってしまっていないでしょうか。そのような「無意

識」をやめて、少しだけ「意識」してみませんか。 

世の中には「性役割」があふれていることも「意識」してみましょう。家事や育児に積極的な男性がいると「カジダ

ン・イクメン」ともてはやされますが、全く同じ事をずっとしている女性は、たとえその女性が共働きであっても誰も

褒めてくれません。職場では重要な役職は男性が占めているのが普通の光景です。国会を見ても地方議会を見ても、男

性議員が圧倒的に多いです。様々な番組ではメインを務める男性の横には、若くて可愛らしい女性がアシスタントを

しています。CM やドラマでは、女性が家族のために甲斐甲斐しく洗濯や料理をしている姿が多く見られる一方で、力

強い（時には暴力的な）男性がドラマでヒーローとして活躍しています。毎日目にするこのような光景が、「普通のこ

と」だと無意識のうちにわたし達に刷り込まれているという事を少し意識するだけで、物事の見方が大きく変わって

いくと思います。 

これからの日本は、男性でも女性でも、独身でも既婚でも、若者も高齢者も、誰もがその時の自分のライフステージ

に合った望ましい生き方を、望ましいバランスで生活できる事を目指しています。そのような世界を「夢物語」だから

無理だとあきらめずに実現していくためには、「男性だから自分が家族を養わねば
．．

」「女性だから子育てに専念せねば
．．

」、

あるいは「独身だから残業せねば
．．

」、「老人だから引退せねば
．．

」・・・といった固定的な役割にまつわる「ねば」を終わ

らせる「“ねば”エンディングストーリー」を私たちが始めましょう。そして誰もがイキイキと自分らしく生活できる

社会を次の世代に贈りましょう。 

次号からはまた皆さんと一緒に、男女共同参画について考えていきたいと思います。 

「国民ひとりひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活など

においても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会」の実現を

めざす。 

（図１）「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」憲章・行動指針の要旨 

就労による経済的自立が 
可能な社会 

 
〇経済的自立を必要とする者、とり 

わけ若者がいきいきと働くことが 

できる 
 
〇結婚や子育てに関する希望の実現 

などに向け、暮らしの経済的基盤 

が確保できる 

健康で豊かな生活のための 
時間が確保できる社会 

 
〇働く人々の健康が保持されている 
 

〇家族・友人などとの充実した時間 

をもてる 
 

〇自己啓発や地域活動への参加の 

ための時間をもてる 

多様な働き方、生き方が 
     選択できる社会 

 
〇誰もが様々な働き方や生き方に 

挑戦できる 
 

〇子育てなどの状況に応じて多様で

柔軟な働き方が選択できる 
 

〇公正な処遇が確保されている 

具体的には・・・ 
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